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球陽中 サイエンス部の紹介

球陽⾼等学校の併設型中学校
として2016年に開校

部員：15名
３年⽣：５⼈
２年⽣：６⼈
１年⽣：４⼈



おもな活動

線⾹花⽕ カテキンの抽出 皆既⽉⾷

・イベント参加・各種コンテスト応募



イベント： 中学⽣サミット



コンテスト



中学⽣サミットとは中学⽣サミットとは
北海道 神恵内



中学⽣サミット
事前授業：2022/７/８

講師：澤⽥哲⽣ ⽒
（学術フォーラム）

タイトル：
原⼦⼒とはなんなんだろう？
〜宇宙と⼈間の歴史から

核のごみ まで〜



中学⽣サミットの活動

⼀⽇⽬は福井南⾼校の⽣徒の⽅が
⾏っているエネルギーに対する意
識調査の結果から『地層処分につ
いて伝えていくにはどうしたらい
い』をテーマに年齢関係なく討論
した。

⼀⽇⽬



クリアランス物とは
・クリアランス物とは、原⼦⼒発電所の解体・撤去時に発⽣する
廃材のうち国の認可を受けて、⼈体への影響を及ぼさないとされ
たもので、法律上では⼀般の廃材と同じ扱いがなされ、リサイク
ルに使⽤できるもののこと。



クリアランス物再利⽤の現状について
中学⽣サミットの後、その縁で福井南⾼校
の皆さんの「クリアランスの再利⽤に向け
た打ち合わせ」に参加させていただき、国
内のクリアランス物再利⽤の現状について
学ぶ事ができた。

クリアランス物は法律上では⼀般の廃棄物と
同等の扱いがされていますが、理解がまだ広
まっておらず、廃材が溜まってしまっている
のが現状とのこと。

出典：⽇本原⼦⼒⽂化財団 原⼦⼒・エネルギー図⾯集



⼆⽇⽬
⼆⽇⽬は泊発電所の⾒学や地層処分に
ついて議論するワークショップなどを
⾏い様々なことを知ることができた。



中学⽣サミットの最終コール

つなげよう ほわほわな話し合いで 物語のバトンを



球陽中学校の原⼦⼒についての意識調査
球陽中学校2年⽣66⼈に原⼦⼒についてのアンケートを⾏ったところ
次のような結果が得られた。

放射性廃棄物については１度授業で取り組んだこともあり、認知度が80％を超えた。
放射能の単位についてなど少し専⾨的なものになると認知度が10％未満となった。
分かりすく伝えていくことが課題だと感じた。



ピッチャーベクレル、
バッターシーベルト

https://www.google.com/imgres?imgurl=https%3A%2F%2Fwww.enecho.meti.go.jp
%2Fabout%2Fspecial%2Fshared%2Fimg%2Fpvvi-
2b7jmddx.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fwww.enecho.meti.go.jp%2Fabout%2Fs
pecial%2Fjohoteikyo%2Fosensuitaisaku03.html&tbnid=HCgP7QntURtKMM&vet=1
&docid=96qYlz8fd7EmkM&w=2981&h=1729&hl=ja-JP&source=sh%2Fx%2Fim



ベントナイトの耐⽔実験

地層処分する際の⼈⼯バリアの⼀つである、ベントナ
イトの耐⽔性に関してベントナイトと⼟の混合物や、ベ
ントナイトと砂の混合物の⽐率を変える実験を⾏った。



実験材料



実験結果
・猫砂の⽐率が⾼
いほど耐⽔性は上
がった。
・砂とベントナイ
トを混合物と、⼟
とベントナイトを
混合物では、後者
のほうが耐⽔性が
ある。



実験のまとめ
・ベントナイトと⼟の混合物や、ベントナイトと砂の混合物の⽐
率による耐⽔性の変化は変則的で、わかりやすくベントナイトの
耐⽔性を⽴証する⼗分な結果には⾄らなかった。
・今回⾏った実験では、両者とも圧倒的にベントナイトの量が多
い⽅が耐⽔性があるという結果になった。

・次回は、ベントナイトの補⽔後の強度について実験したい。



感想
中学⽣サミットに参加して思ったことは、私たちの住んでいる
沖縄は原⼦⼒発電所がないこともあり、原⼦⼒発電や⾼レベル放
射性廃棄物に対する知識が⾃分達が思っていたよりも少なかった、
ということ。
そこから、私たちのように原⼦⼒発電に対するしっかりとした
知識を持っていない⼈が割と多いのではないかと思ったので今回
のサミットで得た知識や考え、そして実際の現場の⼈々の声を沖
縄から少しずつ広めていけたらいいなと思う。



⾼レベル放射性廃棄物
の現状と課題

球陽中学校 ３年
⽯川あかり
宮⾥祐希奈
⼭内七夏海



Minecraft 班



作成したコンセプト

⾼レベル放射性廃棄物は地層処分しなけ
ればいけない、ということをもっと若い
⼈に知ってもらうには、若い⼈がよく
知っていて、とっつきやすいコンテンツ
で説明してみるとよいだろうかと考えた
ので、ゲームを使ってアプローチするこ
とにしました。



Minecraftの魅⼒
⽴⽅体の様々な種類のブロック
のみでできたカクカクした世界
で、思い描いた様々なものを建
築することができるゲームです。

やりたいことを「⾃由」に表現
できるから⾯⽩いゲームです。



「情報収集⼒」と「試⾏錯誤」
がゲームを進める鍵

今回私たちは
「Creativeモード」を活⽤し原⼦⼒発電所と
⾼レベル放射線廃棄物処理場を建築



Minecraftの遊び⽅
「survivalモード」
⾃分の命を守りながら、ワールドを開拓し⽣活を豊かにする遊び⽅です。
⽊を切って、道具や家を作って⾷べ物を栽培したり、敵から⾝を守った
りと、徐々にワールド内でできることを増やしながら⾃分の世界を築き
あげていきます。

「Creativeモード」
さまざまな⾊やテクスチャーのブロックを組み合わせて建造物を作る
「建築」に専念できる遊び⽅です。⾃分のイメージした家を建ててイン
テリアを⼯夫したり、歴史建造物や鉄道、遊園地、街などを作ったりと、
さまざまなものづくりが楽しめます。



実際の作成した原⼦炉の紹介
・加圧⽔型原⼦炉
原⼦炉より加熱された冷却⽔から熱を取り出し、その熱でボイ
ラーの⽔を沸騰させ、発⽣した蒸気を蒸気タービンに送り、発電
しています。
現実の原⼦炉に近くなるように設計しました。



原⼦炉内部
の様⼦です。
ここに燃料
棒や冷却⽔
に熱を伝え
る装置を取
り付けてい
きます。



原⼦炉で取り出し
た熱をボイラーに
送り、⽔蒸気にし
てタービンを回し、
発電しています。



原⼦炉の天板部
分です。
Minecraft内の電
⼦回路のような
ものを使い、原
⼦炉のタイマー
を作り、設置し
ています。



・地層処分場について
原⼦⼒発電所の隣に地中深く⽳を掘り、廃
棄物の保管場所を作ることで再現しました。



使⽤済み
核燃料棒
の保管の
様⼦です。



感想
Minecraft内の限られたブロックで現実に近い施設を作るのは
苦労しました。
原⼦炉の制作も情報がほとんどない状況だったので、何度も失敗を
繰り返しながら安定した原⼦炉を制作していきました。
完成までに作成した原⼦炉の数は10を超えますが、安定したのは
1基のみでした。



次回に向けて

・Web上でワールドを公開し実際に
遊んでもらいたい。
・掲⽰板などを使いプレイヤーと
交流してみたい。

・地層処分実験施設や原⼦⼒発電所
を⾒学し、細部まで表現したい。

今後に向けて




